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94(臨増): 273, 2020.
永吉 洋介,山本 和子,須山 尚史,泉川 欣一,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛: イムノクロマト法によるClostridioides difficile
GDH抗原検出の予後に及ぼす影響. 感染症学雑誌 94(3): 415-416, 2020.

山梨啓友,山内桃子,田中健之: 国際協力機構 国際緊急援助隊感染症対策チーム サモア独立国麻疹アウトブレイク

緊急医療支援の活動報告. IASR 40: 163-164, 2020.

高園 貴弘: 肺アスペルギルス症の診断・治療における問題点. 日本医真菌学会雑誌 61(Suppl.): 77, 2020.

高園 貴弘,井手口 周平,平山 達朗,山本 和子,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛,原田 孝司: 血液透析専門病院にお

ける非常勤感染症専門医の介入効果. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 358, 2020.

高園 貴弘,迎 寛,泉川 公一,Sheppard Donald C.: カンジダバイオフィルムに対する加水分解酵素PsIGの阻害効果.
BACTERIAL ADHERENCE & BIOFILM 33: 45, 2020.

高園 貴弘,今村 圭文,平山 達朗,西條 知見,山本 和子,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛: 終末期肺炎診療に対する本人、家

族、主治医の認識の違いと予後因子. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 268, 2020.

高園 貴弘,田代 将人,馬塲 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一,小畑 陽子,西野 友哉: 医療情報データベースを用

いたアムホテリシンBリポソーム製剤使用時の腎障害発現リスクスコアリングモデルの検討. 日本化学療法学会

雑誌 68(2): 286-287, 2020.

河野 圭,泉川 公一,田中 健之,田代 将人,柳原 克紀,青木 洋介,濱田 洋平,大島 一浩,古本 朗嗣,加藤 隼悟,八板 謙一郎,
山口 浩樹,山口 裕崇,山口 征啓,今村 圭文,高園 貴弘,高橋 健介,山梨 啓友: 感染症ベーシックスクールin九州沖縄

2018での取り組みと感染症教育の今後の展望. 感染症学雑誌 94(3): 454, 2020.
宮下 律子,石本 裕士,奥野 大輔,宮村 拓人,由良 博一,高園 貴弘,原 敦子,坂本 憲穂,石松 祐二,尾長谷 靖,迎 寛: 膵癌

化学療法中に生じた薬剤性肺障害の検討. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 161, 2020.

橋口 浩二,賀来 敬仁,森永 芳智,中尾 匠,原田 陽介,高園 貴弘,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛,柳原 克紀: TRC法を用いた

新規インフルエンザ診断法についての検討. 感染症学雑誌 94(臨増): 270, 2020.

高園 貴弘: 肺真菌症診療における抗真菌薬の適正使用について考える. 感染症学雑誌 94(3): 396, 2020.

高園 貴弘: 深在性真菌症へのアプローチ 深在性真菌症を疑う時とは. 感染症学雑誌 94(3): 385, 2020.

高園 貴弘: 真菌、Clostridioides difficile、インフルエンザ. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 295, 2020.
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高園 貴弘,田代 将人,馬塲 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一,小畑 陽子,西野 友哉: 医療情報データベースを用

いたアムホテリシンBリポソーム製剤の透析患者への使用実態検討. 日本化学療法学会雑誌 68(2): 286, 2020.

寺坂 陽子,泉川 公一: NICUの感染対策の課題と戦略 アウトブレイク発生時の対応. 日本環境感染学会総会プログ

ラム・抄録集 35回: SY20, 2020.

室 高広,安藤 文彦,奥田 千恵子,泉川 公一,佐々木 均: ナショナルデータベースを用いた市中肺炎患者の血液培養検

査に関する実態調査. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O24, 2020.

小出 容平,高園 貴弘,細萱 直希,平山 達朗,西條 知見,山本 和子,今村 圭文,宮崎 泰可,迎 寛: 肺非結核性抗酸菌症例に

おけるFDG-PET集積と病勢との関連. 感染症学雑誌 94(3): 410-411, 2020.

小出 容平,平山 達朗,芦澤 信之,千住 博明,高園 貴弘,西條 知見,田中 健之,山本 和子,今村 圭文,関野 元裕,宮崎 泰可,
泉川 公一,迎 寛: 気管支鏡所見より診断できた侵襲性気管支アスペルギルス症の1例. 気管支学 42(3): 289, 2020.

清原 舞子,宮崎 泰可,平山 達朗,高園 貴弘,山本 和子,今村 圭文,泉川 公一,柳原 克紀,河野 茂,迎 寛,松尾 洋介:
Candida albicansと緑膿菌の相互作用に関する研究. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 323, 2020.

赤松 隼人,福重 友理,馬場 安里,今村 政信,中川 博雄,泉川 公一,佐々木 均,室 高広: ダプトマイシン投与患者におけ

るクレアチンキナーゼ測定の実施に関する実態調査と病棟薬剤師による測定推奨の取り組み. 日本化学療法学会

雑誌 68(Suppl.A): 384, 2020.

高園 貴弘,田代 将人,馬塲 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一,小畑 陽子,西野 友哉: 医療情報データベースを用

いたアムホテリシンBリポソーム製剤の使用実態調査. 日本化学療法学会雑誌 68(3): 457, 2020.

山本 和子: 肺炎球菌ワクチン接種後の肺炎球菌血清型の推移. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 53, 2020.

山本 和子: 第1回女性研究者奨励賞受賞講演. 肺炎起因微生物に関連する肺免疫機構の解明. 日本呼吸器学会誌

9(増刊): 22, 2020.

山本和子: ボストン留学への挑戦がもたらしたこと. 女性が医療界で活躍するために.. 感染症学雑誌 94(3): 236,
2020.

志岐 直美,寺坂 陽子,元川 津留美,藤田 あゆみ,田中 健之,田代 将人,栗原 慎太郎,柳原 克紀,泉川 公一: 長崎大学病院

の手術室における感染対策への取り組み. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O63, 2020.

泉川 公一: COVID-19との戦いで学んだこと、第2波に向けて準備すべきこと-診断、感染対策- COVID-19の診断

について. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 105, 2020.

泉川 公一: 侵襲性カンジダ症治療ガイドライン改訂 エンピリック治療の開始基準. 日本化学療法学会雑誌

68(Suppl.A): 94, 2020.

泉川 公一: ワンヘルス時代における深在性真菌症 臨床現場での多職種連携も含めて. 日本医真菌学会雑誌

61(Suppl.): 68, 2020.

泉川 公一: 真菌・細菌感染防御と肉芽腫・多核巨細胞 肉芽腫を形成する呼吸器感染症の臨床. 日本医真菌学会雑

誌 61(Suppl.): 47, 2020.

泉川 公一: NTMと肺真菌症 非結核性抗酸菌症と真菌症の合併 臨床的・免疫学的視点から. 結核 95(5): 87, 2020.

泉川 公一: 災害時感染制御支援チーム(DICT)の最新動向?活動要綱とロールモデル? 支援DICT 被災地外のICTと
しての役割. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: CP6, 2020.

泉川 公一: 糸状菌感染症に対する抗真菌薬の適正使用. 感染症学雑誌 94(臨増): 362-363, 2020.

泉川 公一: エビデンス創出につながる臨床研究 深在性真菌感染症領域における臨床研究の実践と課題. 感染症学

雑誌 94(臨増): 147, 2020.

泉川 公一: 真菌感染症の発症病態と治療戦略における"新知見"-病原性と宿主応答の狭間で- クリプトコックス.
感染症学雑誌 94(臨増): 121, 2020.

泉川 公一: 安全性から考えるポリエン系薬剤の課題と解決策について. 感染症学雑誌 94(2): 203, 2020.

泉川 公一: 抗真菌薬の現状の課題と今後の展望 安全性から考えるポリエン系薬剤の課題と解決策について. 日本

化学療法学会雑誌 68(2): 228-229, 2020.

泉川 公一: 大学におけるCOVID-19対応の実際と今後の課題・展望 長崎大学におけるCOVID-19への取り組みと

今後の課題. 全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集 58回: 28, 2020.

太田 祐樹,小畑 陽子,高園 貴弘,田代 将人,馬場 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一,西野 友哉: 医療情報データ

ベースを用いたアムホテリシンBリポソーム製剤による低K血症と腎障害の関連評価. 日本腎臓学会誌 62(4): 383,
2020.
中尾 匠,山本 和子,田中 萌,平山 達郎,田代 将人,田中 健之,高園 貴弘,西條 知見,今村 圭文,宮崎 泰可,森本 浩之輔,森
田 公一,有吉 紅也,迎 寛,泉川 公一,今泉 芳孝,栗原 慎太郎,二口 充,井上 真吾,福岡 順也: 重症熱性血小板減少症候群

に合併した血球貪食症候群の検討. 感染症学雑誌 94(3): 433, 2020.

泉川 公一: COVID-19の現況と今後の課題 放射線部における感染対策 長崎大学病院における経験から. 日本医学

放射線学会秋季臨床大会抄録集 56回: S32, 2020.
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塚本 千絵,森永 芳智,田中 健之,田代 将人,藤田 あゆみ,元川 津留美,志岐 直美,泉川 公一,柳原 克紀: 長崎大学病院に

おける血液培養検査実施状況の推移. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O1, 2020.

田代 将人: 真菌の環境適応術を紐解く 薬剤耐性アスペルギルスの現状と今後. 日本細菌学雑誌 75(1): 26, 2020.

田代 将人: 感染症データベース研究の実際-解析手法から応用・注意点まで- 感染症領域における大規模DPCデー

タベースを用いた臨床研究の実際. 感染症学雑誌 94(臨増): 132, 2020.

田代 将人: 深在性真菌症診療の未来 今後解決すべき課題 アスペルギルス症の未来と課題. 感染症学雑誌 94(3):
365, 2020.

田代 将人: 臨床上問題となる肺非結核性抗酸菌症(NTM症) 肺非結核性抗酸菌症(肺NTM症)と慢性肺アスペルギル

ス症の合併例の特徴. 感染症学雑誌 94(3): 358, 2020.

田代 将人: Antifungal stewardship推進のための多面的アプローチ AFSにおける感染症科医師としてのアプローチ.
日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 142, 2020.

中尾 匠,平山 達朗,芦澤 信之,高園 貴弘,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公一,上野 圭吾,阿部 雅広,宮崎 義継,若山 恵,澁谷

和俊,迎 寛,原 敦子,城戸 貴志,山本 和子: 診断・治療に難渋した真菌性髄膜炎の一例. 日本医真菌学会雑誌

61(Suppl.): 97, 2020.

藤田 あゆみ,福重 友理,馬場 安里,今村 政信,中川 博雄,塚本 千絵,志岐 直美,元川 津留美,田代 将人,田中 健之,柳原

克紀,泉川 公一: 当院におけるAST活動の実際. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: P47, 2020.

馬場 安里,中川 博雄,今村 政信,福重 友理,泉川 公一,佐々木 均,室 高広: ASTが連携する病棟薬剤師へのAST業務に

対するアンケート調査. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O40, 2020.

福重 友理,田代 将人,今村 政信,馬場 安里,赤松 隼人,中川 博雄,田中 健之,泉川 公一,佐々木 均,室 高広: 抗真菌薬の

投与実態調査に基づくAFS(Antifungal Stewardship)への取り組み. 日本化学療法学会雑誌 68(3): 467, 2020.

平山 達朗,西條 知見,佐々木 結花,小出 容平,高園 貴弘,山本 和子,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公一,柳原 克紀,河野 茂,
迎 寛: 薬剤性QT延長を来した多剤耐性結核の1例. 感染症学雑誌 94(3): 435, 2020.

田中 健之,田代 将人,高園 貴弘,今村 圭文,平山 達朗,芦澤 信之,太田 賢治,賀来 敬二,小佐井 康介,山本 和子,宮崎 泰
可,迎 寛,柳原 克紀,泉川 公一: 長崎市クルーズ船におけるCOVID-19集団感染に対する感染対策支援の経験. 日本

化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 299, 2020.
田中 健之,田代 将人,藤田 あゆみ,志岐 直美,元川 津留美,寺坂 陽子,栗原 慎太郎,柳原 克紀,泉川 公一: 感染制御活動

/感染症コンサルテーションにおけるICUとの連携とその特徴 当院の取り組み. 日本環境感染学会総会プログラ

ム・抄録集 35回: O32, 2020.
田中 健之,田代 将人,藤田 あゆみ,志岐 直美,元川 津留美,寺坂 陽子,栗原 慎太郎,柳原 克紀,泉川 公一: 緑膿菌による

医療関連感染から学んだこと、これから解決すべきこと 当院の感染制御部門強化のきっかけとなった緑膿菌ア

ウトブレイク紹介とMDRO対策に対する現在の取り組み. 緑膿菌感染症研究会講演記録 54回: 61-64, 2020.
藤田 あゆみ,田代 将人,田中 健之,小早川 義貴,山下 和範,中道 親昭,高山 隼人,泉川 公一: 長崎クルーズ船における

COVID-19集団感染に対するICT活動. 日本救急医学会雑誌 31(11): 1973, 2020.

田代 将人,高園 貴弘,宮崎 泰可,馬塲 健次,若村 友太郎,泉川 公一: 医療情報データベースを用いたアムホテリシン

Bリポソーム製剤開始後の腎障害の回復に寄与する因子の検討. 日本化学療法学会雑誌 68(2): 287, 2020.

田代 将人,高園 貴弘,宮崎 泰可,馬塲 健次,若村 友太郎,泉川 公一,小畑 陽子,西野 友哉: アムホテリシンBリポソー

ム製剤の早期投与が患者の予後に与える影響の検討 医療情報データベース研究. 日本化学療法学会雑誌 68(3):
442, 2020.
田代 将人,福重 友理,今村 政信,中川 博雄,藤田 あゆみ,田中 健之,泉川 公一: 注射用抗真菌薬の使用実態の解析と

Antifungal Stewardshipにおける介入点の検討. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O20, 2020.

田代 将人,平山 達朗,高園 貴弘,山本 和子,田中 健之,今村 圭文,宮崎 泰可,迎 寛,泉川 公一: 1年以上の長期経過をた

どった慢性播種性カンジダ症の一例. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 376, 2020.

田代 将人,平山 達朗,高園 貴弘,山本 和子,田中 健之,今村 圭文,宮崎 泰可,迎 寛,泉川 公一: 非高齢者市中肺炎におけ

るβラクタム系抗菌薬単独療法、マクロライド併用療法、およびキノロン併用療法の治療効果の比較検討. 日本

化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 318, 2020.
田中 健之,大島 一浩,河野 圭,田代 将人,田中 章貴,塚本 美鈴,安岡 彰,照屋 勝治,泉川 公一: HIV感染症に伴う日和見

合併症と非日和見悪性腫瘍の動向. 感染症学雑誌 94(臨増): 289, 2020.

1 1 1 17 20 10

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会
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社会活動

泉川公一・教授 評議員 日本内科学会

泉川公一・教授 広報委員会委員 日本呼吸器学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

泉川公一・教授 日本内科学会雑誌編集委員 日本内科学会

泉川公一・教授 インターネットサーベイワーキング委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 評議員 日本呼吸器内視鏡学会

泉川公一・教授 代議員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 感染症・結核学術部会ウェブ委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 感染症専門医制度試験問題作成委員 日本感染症学会

泉川公一・教授 専門医審議委員 日本感染症学会

泉川公一・教授 西日本地方会理事 日本感染症学会

泉川公一・教授 評議員 日本感染症学会

泉川公一・教授 評議員 日本化学療法学会

泉川公一・教授
Journal of Infection and Chemotherapy副
編集長

日本化学療法学会

泉川公一・教授 院内感染対策講習会講師 日本感染症学会

泉川公一・教授 幹事 日本化学療法学会

泉川公一・教授 代議員 日本医真菌学会

泉川公一・教授 ガイドライン検討委員会委員長 日本医真菌学会

泉川公一・教授
薬剤耐性菌感染症を対象とした抗菌薬ガイ
ドライン作成に関する合同委員会委員

日本化学療法学会

泉川公一・教授 理事 日本医真菌学会

泉川公一・教授 代議員 日本結核病学会

泉川公一・教授 治療委員 日本結核病学会

泉川公一・教授 将来計画委員 日本医真菌学会

泉川公一・教授 支部・関連学会委員長 日本医真菌学会

泉川公一・教授 評議員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 学術奨励賞委員会委員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 理事長 日本マイコプラズマ学会

泉川公一・教授 幹事 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 ICD制度協議会委員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 地域セミナー委員会委員長 日本環境感染学会

泉川公一・教授 地区制度委員会委員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 代議員 日本環境感染学会
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泉川公一・教授 臨床研究推進委員会委員 日本環境感染学会

泉川公一・教授
新型コロナウイルス感染症対策連絡会議 九
州・沖縄地区地域アドバイザー 

日本野球機構・日本プロサッカーリーグ

泉川公一・教授 災害時感染制御検討委員会委員長 日本環境感染学会

泉川公一・教授 倫理委員会副委員長 日本環境感染学会

田中健之・講師
ARDS診療ガイドライン改訂版作成SR(システ
マチックレビュー）委員会

日本呼吸器学会、集中治療学会、呼吸療法学
会

田中健之・講師
JICA国際緊急援助隊感染症対策チーム（診
療班）作業部会委員

JICA

泉川公一・教授
長崎県新型コロナウイルス感染症対策本部
リーダー 

長崎県

田中健之・講師 長崎市感染症審査協議会委員 長崎市

山本和子・助教 COVID-19エキスパート委員会委員 日本呼吸器学会

山本和子・助教 Editoral Board Member Antibiotics

田中健之・講師 評議員 日本感染症学会

山本和子・助教 広報委員 日本呼吸器学会

山本和子・助教 男女共同参画推進委員会委員 日本感染症学会

高園貴弘・助教 Contributor
ECMM/ISHAM One World Guideline
“Cryptococcosis”

山本和子・助教 評議員 日本感染症学会

山本和子・助教 評議員 日本化学療法学会

高園貴弘・助教 COVID-19エキスパートオピニオン委員 日本呼吸器学会

高園貴弘・助教 ガイドライン作成委員 日本医真菌学会

高園貴弘・助教
ECMM/ISHAM One World Guideline
“Candidiasis” contributor

ECMM/ISHAM One World Guideline

高園貴弘・助教 Editorial Board Medical Mycology

高園貴弘・助教 評議員 日本感染症学会

高園貴弘・助教 評議員 日本化学療法学会

高園貴弘・助教 支部関連学会委員 日本医真菌学会

高園貴弘・助教 インターネットサーベイランス委員 日本呼吸器学会

田代将人・助教 ガイドライン検討委員会 日本医真菌学会

田代将人・助教 評議員 日本化学療法学会

高園貴弘・助教 Editorial Board Member Scientific Reports

田代将人・助教 学会事務局 日本マイコプラズマ学会

藤田あゆみ・助教 委員 長崎市予防接種健康被害調査委員会

藤田あゆみ・助教 委員 長崎県西彼保健所感染症診査協議会

田代将人・助教 評議員 日本感染症学会

田代将人・助教 評議員 日本環境感染学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

泉川公一・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コミュニ
ケーションを介した難治化機序の解明」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

藤田あゆみ・助教 医事委員 長崎県ボクシング連盟

藤田あゆみ・助教 医事委員 日本ボクシング連盟

田代将人・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「皮下空洞菌球
留置による慢性アスペルギルス症マウスモデ
ルの開発」

研　究　題　目

泉川公一・教授 厚生労働省 分担

平成26年厚生労働科学研究委託費（新興・再
興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研
究事業）「侵襲性酵母様真菌感染症に対する
疫学研究及び診断・治療法の開発」

山本和子・助教 文部科学省 分担

平成31年度ー平成35年度科学研究費補助金基
盤研究（B）「組織骨格を利用した再生臓器に
おけるハイブリッド型血管ニッチの確立と移
植研究」

山本和子・助教 公益財団法人日本リウマチ財団 代表
調査･研究助成費「炎症性非コードRNAを介し
た関節リウマチ気道病変のメカニズム解明と
新規治療への展開」

山本和子・助教 AMED 代表

泉川公一・教授 厚生労働省 分担

平成28年度エイズ対策研究事業「ART早期化と
長期化に伴う日和見感染症への対処に関する
研究、HIV感染症に伴う日和見合併症・悪性腫
瘍の全国調査HIV感染症に伴う日和見合併症・
悪性腫瘍の全国調査」

地球規模保健課題解決推進のための研究事業
「COVID-19におけるSARS-CoV-2特異的な気道
粘膜免疫システムと重症度との関連性の解
明」

山本和子・助教 日本女医会 代表
第39回 日本女医会学術研究助成「ムコイド型
肺炎球菌の免疫学的特異性に着目した侵襲性
感染症のメカニズムの解明」

泉川公一・教授 AMED 分担

感染症実用化研究事業 新興・再興感染症に対
する革新的医薬品等開発推進研究事業「重症
熱性血小板減少症候群（SFTS）の対策に資す
る開発研究」

泉川公一・教授 AMED 代表
ウイルス等感染症対策技術開発事業「COVID-
19定量的スクリーニング（抗原・抗体検査）
検査法の基盤開発」

高園貴弘・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コミュニ
ケーションを介した難治化機序の解明」

高園貴弘・助教 公益財団法人MSD生命科学財団 代表

研究助成2019-感染症領域-若手研究者
「Galactosaminogalactanをターゲットにした
肺アスペルギルス症の新規診断・治療法の開
発」

山本和子・助教
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表

令和2年度 研究補助金「長崎県の重症熱性血
小板減少症候群（SFTS）とそれ以外のダニ媒
介感染症の 鑑別スコアリング法の確立と予後
因子を明らかにする調査研究」

高園貴弘・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「PslGによるカ
ンジダバイオフィルム感染症に対する新規治
療法開発」
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特　許

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

田代将人・助教
広島大学・長崎大学・福島県立
医科学大学共同 放射線災害・医
科学研究拠点

代表

２０２０年度「放射線災害・医科学研究拠
点」共同利用・共同研究「放射性同位体を用
いた肺アスペルギルス症の新たな治療戦略の
開発」

田代将人・助教
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表

令和2年度 研究補助金 NPO法人「長崎県地域
医療の研究支援を目的とした医師団」「アス
ペルギルスの二次代謝産物がアスペルギロー
マの組織侵襲に与える影響の解析」

田代将人・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コミュニ
ケーションを介した難治化機序の解明」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

田代将人・助教 MSD株式会社 代表
MSD株式会社 2020年奨学寄付 アスペルギロー
マモデルにおけるアスペルギルスの⼆次代謝
産物の網羅的解析

高園貴弘・助教 日本メジフィジックス株式会社
慢性呼吸器感染症に対するFDG-PETを用いた疾患活動性評
価の探索的研究

高園貴弘・助教 大塚製薬株式会社
ガラクトサミノガラクタンをターゲットとした肺アスペ
ルギルス症新規診断法の開発

田代将人・助教
アスペルギローマモデル⾮ヒト
動物

2019年8月29日 出願中 特願2019‐157354

泉川公一・教授 院内手洗い管理システム  2017年4月13日 2017年12月15日 特願2017-080085

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

泉川公一・教授 非常勤講師（琉球大学） 琉球大学医学部

山本和子・助教 慢性肝疾患治療剤 2004年8月31日 2011年3月4日 第4695366号

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

泉川公一・教授
新型肺炎 長大病院で患者対
応訓練 長崎市 ランタン風評
懸念＝長崎

読売新聞 2020年1月29日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
新型肺炎／長大病院 受け入
れ訓練／重症患者発生に備え

長崎新聞 2020年1月29日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長崎大が市民講座 新型コロ
ナウイルス ／長崎県

朝日新聞 2020年2月8日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
新型肺炎／ウイルス対策 わ
かりやすく／１０日 長崎大
が市民公開講座

長崎新聞 2020年2月8日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
新型肺炎／「軽症者からも感
染」／長崎大 市民講座で対
策説明

長崎新聞 2020年2月11日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
新型肺炎予防へ緊急講座 長
崎大、市民に特徴解説＝長崎

読売新聞 2020年2月15日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．
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泉川公一・教授
記者の目／感染防止も基本が
大事／副島宏城（報道部）

長崎新聞 2020年2月22日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
高齢者施設 対策再検証を／
長崎大学病院感染制御教育セ
ンター長 泉川公一氏

長崎新聞 2020年3月8日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
ＨＰに感染防止策の動画／長
崎大学病院

長崎新聞 2020年3月8日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

新型コロナ県内初確認／パ
ニックにならず 冷静に行動
して／長崎大学病院感染制御
教育センター長 泉川公一氏

長崎新聞 2020年3月15日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
新型コロナ対策動画を公開／
長崎市 感染症概要と「こど
も編」

長崎新聞 2020年4月3日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

（新型コロナ）「無関係では
ない」 泉川・長崎大教授が
強調 ７都府県に緊急事態宣
言／長崎県

朝日新聞 2020年4月9日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
「感染の波 近づいている」
予防徹底呼びかけ 新型コロ
ナ＝長崎

読売新聞 2020年4月9日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

新型コロナ／大都市の波、長
崎にも／長崎大学病院感染制
御教育センター長 泉川氏が
対策徹底呼び掛け

長崎新聞 2020年4月9日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
新型コロナ予防動画 長崎市
がＨＰで公開＝長崎

読売新聞 2020年4月10日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

（新型コロナ）「医療資源圧
迫、心配」 客船クラス
ター、長崎大病院長と教授に
聞く／長崎県

朝日新聞 2020年4月26日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
家庭でできる 新型コロナ対
策・下／買い物は最小限に

長崎新聞 2020年4月30日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
クルーズ船 集団感染３週間
／昼夜問わず 医師ら奔走／
陸自やＤＭＡＴ 医療支援

長崎新聞 2020年5月14日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
（新型コロナ）休業要請すべ
て終了 知事「経済回復へ歩
み」 ／長崎県

朝日新聞 2020年5月16日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

2020年5月20日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
クルーズ船集団感染 医療支
援／知事 長崎大に感謝／河
野学長「一致協力の成果」

長崎新聞 2020年6月2日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

緊急事態宣言解除後の生活
「元の日常へ、慎重に」 長
大・泉川教授に聞く ／長崎
県

朝日新聞 2020年5月20日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
専門家、予防徹底呼びかけ
新型コロナ＝長崎

読売新聞 2020年5月20日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
（多事奏論）病魔の本質 荒
れた心がもたらす地獄 駒野
剛

朝日新聞 2020年6月3日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長崎大学病院 感染症専門家
／解除後２週間が鍵

長崎新聞
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泉川公一・教授
長大病院コロナ感染／２３０
人陰性 １人再検査／６０代
患者の経路解明困難

長崎新聞 2020年7月10日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長崎大リレー講座を動画配信
／１３日から計４回

長崎新聞 2020年7月11日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
（新型コロナ）入院中の６０
代感染 長崎大病院 ／長崎県

朝日新聞 2020年7月10日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長大病院 入院患者が感染 新
型コロナ 「調査し二次防
ぐ」＝長崎

読売新聞 2020年7月10日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長大病院実習生が感染／新型
コロナ、県内１８人目

長崎新聞 2020年7月5日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長大病院実習生が感染／県
民、驚きと不安／長崎市長
「新しい生活様式を」

長崎新聞 2020年7月5日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
（新型コロナ）２カ月半ぶり
感染者 長崎大病院で実習の
学生 ／長崎県

朝日新聞 2020年7月5日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長大生感染で経緯説明 市と
病院「経路の特定急ぐ」 新
型コロナ＝長崎

読売新聞 2020年7月5日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長大教授「油断しないで」
東京感染２日連続１００人超
え 新型コロナ＝長崎

読売新聞 2020年7月4日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
他人にうつさない努力を／長
崎大学病院感染制御教育セン
ター長 泉川氏が呼び掛け

長崎新聞 2020年7月4日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
「油断せず３密避けて」 移
動自粛解除 長大病院・泉川
教授＝長崎

読売新聞 2020年6月25日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

長崎新聞政経懇話会６月例会
／長崎大学病院感染制御教育
センター長 泉川公一（いず
みかわ・こういち）氏／長崎
県における新型コロナウイル
ス感染症の状況と長崎大学／
決してまだ油断できない

長崎新聞 2020年6月26日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

「感染予防、意識持ち続け
て」 長崎大・泉川センター
長が警鐘 新型コロナ ／長崎
県

朝日新聞 2020年6月23日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

長崎新聞政経懇話会６月例会
／予防策「インフルと同じ」
／泉川教授 マスク、手洗い
呼び掛け

長崎新聞 2020年6月24日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

人が動けば感染起こる／県境
移動 全面解除／長崎大学病
院感染制御教育センター長
泉川氏／油断せず新しい生活
様式を

長崎新聞 2020年6月20日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

検証 コロナ対応／軽症者の
療養／「次善の策」も二転三
転／病院外の急変リスク対応
続く

長崎新聞 2020年6月22日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
（クルーズ船集団感染の教
訓：中）乗客いれば医療逼迫
／長崎県

朝日新聞 2020年6月4日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．
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泉川公一・教授
冬の対策、換気と加湿がカギ
長崎大・泉川センター長が指
南 新型コロナ ／長崎県

朝日新聞 2020年11月13日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

医療体制「首の皮一枚」／県
医師会が「コロナ対策再強化
宣言」／高齢者増なら崩壊危
機に

長崎新聞 2020年8月5日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長崎大副学長に泉川氏／コロ
ナ対策担当を新設

長崎新聞 2020年10月1日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
コロナ拡大「対策徹底を」
長大教授会見 換気重要性も
指摘＝長崎

読売新聞 2020年11月12日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

「まず電話」受診方法厳守を
／長崎大学病院センター長
インフル同時流行備え呼び掛
け

長崎新聞 2020年11月12日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
医療機関中心に感染拡大 新
型コロナ 長崎で新たに１人
＝長崎

読売新聞 2020年7月16日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
自宅待機中に歯科受診／感染
の長大病院職員

長崎新聞 2020年7月16日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

医療機関で多いクラスター／
みなとメディカルでも発生／
新型コロナ、無症状で発見遅
れも

長崎新聞 2020年7月22日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
コロナ感染 長崎北陽台高生
ら５人 県医師会「対策再強
化宣言」＝長崎

読売新聞 2020年8月4日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
［医療ルネサンス］転機の災
害医療（６）横浜の経験 長
崎で生きる（連載）

読売新聞 2020年12月8日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
「一番危機的な状況」／長崎
大・泉川教授 会食自粛呼び
掛け

長崎新聞 2020年12月21日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
感染者中傷防止 長大の教授
講話 中学生４３０人耳傾け
る＝長崎

読売新聞 2020年12月4日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授

コロナ禍 差別や偏見防ごう
／人思いやる気持ちを／長崎
大・泉川教授が講話／桜馬場
中

長崎新聞 2020年12月4日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
論説／静かな年末年始で収束
を／「第３波」急拡大

長崎新聞 2020年12月24日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
COVID-19の1年間を振り返っ
て

NIB 2020年12月13日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
感染者増加「一般診療に影響
も」 長崎大・泉川副学長が
警鐘 新型コロナ ／長崎県

朝日新聞 2020年12月22日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
長崎大学病院、みなとメディ
カル／一般診療への影響危惧
／感染増でスタッフ不足も

長崎新聞 2020年12月22日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
COVID-19の1年間を振り返っ
て

KTN まるっと 2020年12月25日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．
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　学術賞受賞

泉川公一・教授
COVID-19の第三波に備えて、
感染対策の周知

NHK KTN NBC NIB
NCC

2020年12月21日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
感染症病床個人防護具着脱訓
練

TBS報道特集 2020年1月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

泉川公一・教授
冬に向けてのCOVID-19対策、
インフルエンザ対策と5ALAの
臨床研究

NHK KTN NIB NBC
NCC

2020年11月11日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
新型肺炎 長崎県内の現状と
対策

KTN ヨジマル！ 2020年2月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
新型コロナウイルス 感染経
路と予防法

KTN ヨジマル！ 2020年3月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
新型コロナウイルス感染症患
者受け入れ訓練

KTN、NBC、NIB、
NHK、NCCニュース

2020年1月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
新型コロナウイルス感染症患
者受け入れ訓練

長崎新聞、毎日新
聞、西日本新聞 等

2020年1月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教

m3.com編集部主催 新型コロ
ナウイルス感染症（COVID-
19）緊急特別Webセミナー ～
臨床、疫学の最新知見と院内
感染対策～（2020年3月18日
収録）

m3.com 2020年3月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
新型コロナウイルス感染症に
対する個人防護具の適切な着
脱方法

長崎大学病院 感染
制御教育センター
Youtube

2020年3月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
福祉・介護施設における新型
コロナウイルス感染症の対策
／長崎大学病院

長崎大学病院 感染
制御教育セン
ター，日本環境感
染学会，長崎県社
会福祉協議会
Youtube

2020年3月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教

【新型コロナウイルス感染症
対策】福祉施設でクラスター
を発生させないための基本的
な知識と技術を確認しよう！
～大切なポイントと対策の根
拠～

製作 長崎大学病院
感染制御教育セン
ター 一般社団法人
FUKUSHI FOR
CONVIVIALITY 協力
社会福祉法人 南高
愛隣会 社会福祉法
人 福祉楽団
Youtube

2020年8月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教 コスタ・アトランティカ報道 産経新聞 2020年5月20日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
学校における「新型コロナウ
イルス感染症拡大防止」啓発
動画 教師向け

長崎大学病院 感染
制御教育センター
Youtube

2020年4月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教
学校における「新型コロナウ
イルス感染症拡大防止」啓発
動画 生徒向け

長崎大学病院 感染
制御教育センター
Youtube

2020年4月
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教 コスタ・アトランティカ報道 長崎新聞 2020年5月20日
新型コロナウイルス感染症に
ついて説明を行った．

田代将人・助教 コスタ・アトランティカ報道 毎日新聞 2020年5月20日
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泉川公一・教授 NPB特別賞 日本野球機構
新型コロナウイルス感染症対
策

山本和子・助教 三浦記念リウマチ学術研究賞 日本リウマチ財団
炎症性非コードRNAを介した関
節リウマチ気道病変のメカニ
ズム解明と新規治療への展開

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

泉川公一・教授 チェアマン特別賞 Jリーグ
新型コロナウイルス感染症対
策

田代将人・助教 令和2年度 長崎大学学長特別賞 長崎大学
武漢市帰国者宿泊施設におけ
る感染対策支援

田代将人・助教 Reviewing award
Journal of Infection
and Chemotherapy

Recognition of the review
contributed to the journal

山本和子・助教 第1回女性研究者奨励賞 日本呼吸器学会
肺炎起因微生物に関連する肺
免疫機構の解明

田代将人・助教
令和元年度 日本感染症学会 北
里柴三郎記念学術奨励賞

日本感染症学会

Selection of Oral
Antifungals for Initial
Maintenance Therapy in
Chronic Pulmonary
Aspergillosis: A
Longitudinal Analysis
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